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　巷ではサイエンスの話題として STAP 細胞でもちきりである．確かにこのニュースには私もたまげた．
再生医療の世界を塗り替えるかもしれない．STAP 細胞はあまりにも革新的であったので，論文掲載ま
で数年間のひたすら地道な研究があったと聞く．只々敬意を表するのみである．
　比較するのもどうかと思うが，ついつい内視鏡外科の進歩と比較してしまう．内視鏡外科の進歩は目覚
ましくもあるが，どちらかというと着実に一歩ずつ進歩している気がする．STAP 細胞が大きな階段を
半ば不連続的に登ったのに比べると坂道をひたすら前進している感じである．ただ，内視鏡外科の進歩は
目に見えて病気の治療に貢献してきたが，再生医療が現実にどれほど治療に貢献したかはまだ定かではな
い．とは言っても歴史の必然から考えると，基礎科学やテクノロジーの革新的進歩が臨床現場を大きく変
えていくのは間違いない．画像処理技術，手術ロボットなどの進化によりキーボードで手術が容易にでき
る日が来るかもしれない．また，生体材料などの進化により縫合が不要になる日が来るかもしれない．
　そのような日になったら外科医はどうなるか，などと考えながら本号掲載の論文に目を通した．どの症
例をとってみても大変な工夫や努力がなされている．一人一人の医師が患者と真摯に向き合い，最良の医
療を提供しようとしている姿が目に浮かぶ．そうだ，いかに技術や機械が進歩して診断・治療のプロセス
が自動化しても，一人一人の患者の訴えをそれぞれの人生の背景までも考慮して対応するのは人間の心し
かない．外科医の心，ヒトの体にメスを入れる医師の心，これはいつの日になっても社会が必要とするも
のである．

（大須賀 穣）
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第 19 巻 3 号
『投稿論文特集』

●原著
腹腔鏡手術における術中体位を目視できる透明ドレープの開発�

—患者及び医療者からの包括的評価 � 川﨑恵理子・他　総合病院浅香山病院手術室
●症例報告
術前診断困難であった骨盤内副脾の 1例 � 河野　淳・他　佐賀県医療センター好生館消化器外科
閉鎖孔ヘルニア嵌頓に対して待機的に両側TEPを施行した�

1 例 � 宮本玲奈・他　第一東和会病院内視鏡外科センター
肝細胞癌に対する完全腹腔鏡下肝尾状葉部分切除の 1例 � 伊藤勝彦・他　成田赤十字病院外科
化学療法中に腹腔鏡下手術で摘出した腹腔内迷入 IUDの 1例 � 小出菜月・他　トヨタ記念病院産婦人科
腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した未破裂真性胆嚢動脈瘤の 1例 � 西田久史・他　京都大学医学研究科肝胆膵・移植外科
内視鏡的胃瘻造設術の小腸間膜誤穿刺によるイレウスに対して腹腔鏡下手術を�

行った 1例 � 田上創一・他　長野市民病院外科
Duchenne 型筋ジストロフィー症の成人男性に腹腔鏡下胆嚢摘出�

術を行った 1例 � 山岡雄祐・他　国立病院機構大阪医療センター外科
透析患者に発症した特発性十二指腸穿孔による後腹膜膿瘍に対し内視鏡下�

ドレナージを施行した 1例 � 櫻井　直・他　公立刈田綜合病院外科

十数編の掲載を予定．但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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